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ごくげつ 

前回に は 極月 十三 日の 訪問 記 を かいたが、 十二月 十 

とし 

四日に ついても、 一 つの 思い出が ある。 江戸 以来、 歳 

の 市の 始まり は 深 川 八幡で、 それが 十四、 十五の 両日 

である こと は、 わたし も 子どもの 時から 知ってい たが、 

一度 も その 実況 を 観た ことが 無い ので、 天気の いいの 

を 幸いに、 俄かに 思い立って 深 川へ 足 を 向けた。 

今と 違って、 明治時代の 富 岡 門前町の 往来 は あまり 

広くない。 その 両側に 露店が 列んで いるので、 車止め 

いち あきんど けいだい 

になり そうな 混雑で ある。 巿 商人 は大 かた 境内に 店 を 



た。 

「いや、 そんな 元気はありません」 と、 わたし も 笑つ 

た。 

二人 は 話しながら 連れ立って 境内に はいった。 老人 

は 八幡の 神前で うやうやしく 礼拝して いた。 そこら を 

ひるめし 

一 巡して 再び 往来へ 出る と、 老人 は どこかで 午 飯 を 食 

みやが わ 

おうと 云い 出した。 宫 川の 鰻 もき ようは 混雑して いる 

ふゆき 

であろうから、 冬 木の |向 麦に しょうと、 誘われる まま 

に ゆく と、 わたし は 冬 木 弁天の 境内に 連れ込まれた。 

名月 や 池 を めぐりて 夜もすがら 

例の 芭蕉の 句 碑の 立って いる 所で ある。 薔麦屋 と 



ている からい いが、 その 爺さんが いなくな つてから 

チョン 鬍が 来たら どうします かな。 尤も その 頃に は、 

そんなお 客 も 根絶やし になり ましょうが …… 。 はは は 

ま ま L3 」 

老人の 口から 江戸の 髪 結 床の むかし 話 を 聴かされた 

の は、 三 馬の 浮世 床 を 読まされ るよりも 面白かった。 

それから それへ と 質問 を 提出して、 わたし は 興に 入つ 

て 聴いて いると、 老人 はこん な こと を 云い 出した。 

「今日で はザン ギリに な つ て も 坊主に な つ て も 問題 は 

ありま せんが、 昔 は 髪 を 切る というの は 大変な ことで、 

あやま 

髪 を 切つ て 謝 ると いえば 大抵の こと は 勘弁して くれ 



「はは、 今の 人に はお 判りの ない ことで …… 」 と、 半 

七 老人 は 笑った。 「幕府の 歩兵に は、 豹 だの、 茶袋 だの 

という 綽名が 付いていました。 将棋の駒の 歩 は 歩兵で、 

ほへ、. 

つまり は 歩兵の 意味です。 そこで 幕府の 歩兵 を 将棋の 

歩に なぞらえて 歩と いい、 それが 転じて 豹に なった 

のです。 歩兵 は 紺 木綿の 服 を 着て いました が、 夏の 暑 

いあい だは 茶色の 麻 を 着て いたので、 茶袋と いう 名 を 

付けられ たわけで …… 。 豹に しても、 茶袋に しても、 

あんまり 有難い 名前じゃありません。 これ を 見ても、 

その 不人気が 思い やられます。 その 豹の 髪 を 切った の 

だから、 やっぱりお 仲間の 豹だろう という、 いや、 ど 



ろうと 云う ことにな つたので す。 今から 考えれば、 ば 

かば かしい ことです が、 その 当時に はまこと しゃかに 

ふいちょう 

吹聴す る 者が ある、 又 それ を 信用す る 者が ある。 まつ 

たく 面白い 世の中でした」 

二 

読者 を 焦らす よう であるが、 ここで 私 もす- J し 困つ 

た。 と 云う の は、 半 七 老人 も 余り 多くの 酒 を 飲まない 

で、 女中が もう 飯 を 運んで 来た。 二人 はだ まって 飯 を 

食って しまった。 そうなる と、 ここに 長居 も 出来ない 



行く と、 老人 はもう 起きて いたが、 今度 は あいにく 来 

客で ある。 わたし は 又もやむ なしく 帰った。 わたし も 

と 1 つじ かどぐち 

歳末 は忙 がしい ので、 冬至の 朝、 門口から 歳暮の 品 を 

差し置いて 来た だけで、 年内 は 遂に この 話の つづき を 

聞く ベ き 機会に 恵まれな か つ た。 

あくる 年の 正月 五日の 午後、 赤 坂へ 年始 まわりに 行 

くと、 老いて ますます 健 かな 老人 は、 元気よ く 新年の 

挨拶 を 述べた。 それから いつもの 雑談に 移る と、 早く 

も 老人の 方から 口 を 切った。 

「旧冬、 冬 木で お 話 をした 歩兵の 髪 切りの 一 件 …… 。 

その あと をお 話し 申しましょう かね」 



を 切られた。 こういう 事 は 人騒がせで 甚だ 宜しくない。 

第一 に 世間の 手前 も ある。 猿 だの、 狐 だの、 豹 だのと、 

いろいろの 風説が 伝えられて いるので、 当方で も 見 付 

け 次第に 撃ち殺す つもりで、 銃 を 持った 者が 毎晚 交代 

けもの 

で 見廻って いるが、 獣ら しい 物の 姿 も 見あたらない。 

罠 を かけた が、 それに も 罹らない。 こうなる と、 どう 

も 獣の 仕業で ない らしく 思われる ので、 きょうは お前 

を 呼び出し たの だが、 なんとか 一 つ 働いて みてくれ ま 

ヽ ゝ I 

レカ」 

歩 兵隊の 者が 片端から 鬅を 切られた などと 云う こと 

は、 当人た ちの 不面目 ばかりでなく、 ひいては 歩 兵隊 



築山に も 古狐 か 古 猫の たぐいが 棲んで いないと は 限ら 

かきが らちよ う やぐら 

ない。 蠣殻 町の 有 馬の 屋敷の 火の見櫓に は、 一種の 

怪物が 棲んで いたの を 火の番の 者に 生け捕られ、 それ 

が 瓦版の 読売の 材料と なって、 結局 は 有 馬の 猫 騒動な 

どと いう 飛んでも ない 怪談 を 作 りあげて しまった。 そ 

んな例 は ほかに も ある。 したがって、 亀 吉ゃ弥 助 はこ 

の 一件に ついて、 まだ 幾分の 疑い を 懐いて いるら し 

かった。 

r 世間 じ や あ 豹 だ なぞと 云う が、 まさかに 豹が 町な か 

へま ぐれ 込み もしめ えが …… 」 と 、亀吉 も 云った。 「何 

か やっぱり 狐 か 狸が いたずら をす るの じゃありません 



きょうの 様子 じゃあ、 お 房と 鮎川と は 訳が あるか も 知 

れ ねえから な」 

「茶袋め、 しゃれた 事 をし や あがる」 と、 亀吉も 笑つ 

た。 「ようがす。 よく 気を付けましょう」 

「お 房に は 兄貴が ある 害で、 そいつ は 何 か 小 博奕なん 

ぞを 打つ 奴ら しいです よ」 と、 弥助は 云った。 「ひよ つ 

とすると、 その 茶袋 もやく ざ 者で、 隊へ はいらね え 前 

からお 房を識 つてい るの かも 知れません ね」 

「じゃあ、 色の 遺恨で 誰かが ちょん 切った かな」 と、 

亀吉 はすこし 考えて いた。 「だが、 切られた の は 十一 

人 だと 云う から、 まさか みんなが 色の 遺 K を 受ける 覚 



であろうと、 半 七 は 想像した。 行く春の ならいで、 花 

の 散る の は、 是非 もない が、 この 大風で 火事で も 起こ つ 

て くれなければ いいと 案じて いると、 やがて 五ッ (午 

後 八 時) に 近い 頃に、 弥 助が 眼 を こすりながら 帰って 

来た。 

「ひどい 風、 ひどい 砂、 眼 を 明い ちゃ あ 歩かれません」 

「や あ、 御苦労。 ひどい 風 だな」 

「御 注文の 一 件 は 調べて 来ました。 藤屋 のかみ さんに 

訊いて みると、 お 房の 云った こと は 少し 噓が まじって 

います。 成程 この 正月に は 歩兵の 四 人 連れが 来て、 借 

りて 行った に は 相違ね えが、 その 勘定 はもう 済んで い 



噂 は 絶えない。 単に それだけ ならば、 さの み 珍ら しい 

とも 思えなかった が、 亀吉の 報告 は 確かに 半 七の 注意 

を惹 くもの があった。 

「ゆうべの 四ッ (午後 十 時) 過ぎです。 その 高 崎屋へ 

二人組の 押 込みが はいって、 五 十両ば かり 取って 行き 

ました。 番頭 は なかなか 落ち着いた 男で、 黙って じつ 

と 見て いると、 ゆうべ も 陽気が ぼか ぼかした ので、 ひ 

とりの 奴が 黒の 覆面 をぬ いで、 額，' の 汗 を 拭いたり、 頭 

を搔 いたりした。 すると、 そいつの 頭に は 髭が 無 かつ 

たと、 こう 云う のです」 

「鬍 がなかった …… 」 



七 は 更に 声 を ひくめた。 

「係り合いが あるよう に 思われます。 まさか 大隊 長の 

髪 を 切る わけに も 行かない ので、 お 妾さん の 髪 を 切つ 

たらしい ので ございます。 油断 をして いると、 この 屯 

所の 中で も まだまだ 切られる 者が あるか も 知れ ませ 

ん」 

さと 

根 井 もお おかた 覚 つたら しく、 これ も 声 を 忍ばせた _ 

「では 髪 切り は …… 。 屯所 内の 者の 仕業 だな」 

「鮎川 丈 次郎、 増 田 太平の 二人 だろうと 思います」 

「鮎川と 増 田 …… 。 確かな 証拠が あるかな」 と、 根 井 

は 形 を あらためた。 
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